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新
芽
を
求
め
て
─
第
107
回
展
示
に
つ
い
て

中
島 

敏
明 絵画部　審査会　2023年8月28日

　

二
科
展
の
絵
画
部
は
、
一
階

１
室
か
ら
三
階
20
室
ま
で
計
48

室
で
一
つ
の
森
を
営
ん
で
い
ま

す
。
大
樹
も
あ
れ
ば
細
い
木
、

老
木
、
若
木
等
、
107
回
展
は

1
1
8
2
本
で
し
た
。「
木
を
見

て
森
を
見
ず
」に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
我
々
展
覧
会
委
員
は
、
こ

の
森
全
体
を
も
っ
と
輝
か
せ
る

た
め
、
山
中
常
務
理
事
中
心
に

昨
年
の
反
省
を
考
察
し
対
策
の

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今

回
は
特
に
三
階
に
重
点
を
置
き

改
革
を
し
ま
し
た
。

〇
作
品
振
り
分
け
に
つ
い
て

�
会
員
作
品
�
171
名
171
点
を
理

事
、
展
覧
会
委
員
全
員
で
各
部

屋
の
展
示
拡
大
図
面
に
作
品
写

真
を
仮
置
き
し
ま
し
た
。

�
会
友
作
品
�
一
階
に
54
名
２
点

入
選
含
め
78
点
、
二
階
に
155
名

2
点
入
選
含
め
195
点
�
一
般
作

品
�
二
階
に
108
名
108
点
、
三
階

に
573
名
2
点
入
選
含
め
628
点
、

こ
れ
を
受
賞
作
品
か
ら
部
屋
区

分
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
順
番
に
理

事
、
各
支
部
長
、
展
覧
会
委
員

が
適
正
な
部
屋
へ
バ
ラ
ン
ス
よ

く
部
屋
指
定
を
し
ま
し
た
。

〇
会
場
構
成
に
つ
い
て

﹃
一
階
』
１
室
の
入
口
に
従
来
掲

示
物
が
あ
っ
た
可
動
パ
ネ
ル
を

取
り
止
め
、
１
室
の
空
間
の
広

さ
を
ア
ピ
ー
ル
。
内
閣
総
理
大

臣
賞
と
東
京
都
知
事
賞
作
品
で

華
を
添
え
ま
し
た
。
10
室
と
13

室
に
抽
象
系
作
品
、
11
室
に
は

具
象
系
作
品
を
配
置
、
12
室
に

は
会
員
推
挙
５
名
を
並
べ
新
鮮

さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
ま

た
14
室
・
15
室
は
彫
刻
部
会
場

と
の
往
来
を
考
慮
し
た
作
品
を

配
置
し
ま
し
た
。

﹃
二
階
』
基
本
会
友
作
品
で
、
１

室
は
二
科
賞
中
心
に
比
較
的
迫

力
系
を
配
置
、
２
室
は
抽
象
系
、

8
室
は
具
象
系
の
秀
作
を
配
置

し
ま
し
た
。
会
友
は
す
べ
て
9

室
ま
で
と
し
、
二
段
掛
け
を
避

け
ゆ
っ
た
り
と
さ
せ
ま
し
た
。

各
部
屋
の
展
示
担
当
の
工
夫
も

あ
り
、
魅
力
あ
る
二
階
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

﹃
三
階
』改
革
内
容
に
つ
い
て

①
3
A
・
3
B
間
の
６
室
か
ら

15
室
の
通
路
を
閉
じ
、
6
室
を

広
く
し
て
受
賞
作
、
意
欲
作
を

展
示
し
奥
の
部
屋
の
イ
メ
ー
ジ

を
一
新
し
ま
し
た
。

②
4
室
・
7
室
間
の
通
路
を
閉

じ
導
線
回
路
を
明
確
化
。
見
落

と
し
作
品
が
な
い
よ
う
工
夫
を

し
ま
し
た
。

③
11
室
の
U
35
奨
励
室
が
入
口

第
107
回
二
科
展
　
総
評

 

生
方 

純
一

　

2
0
2
3
年
の
夏
は
異
常
気

象
と
言
わ
れ
、
酷
暑
が
続
き
各

地
で
度
々
の
豪
雨
も
発
生
し
被

害
も
多
か
っ
た
。
被
害
地
域
が

報
道
さ
れ
る
と
、
そ
の
地
の
会

員
や
会
友
、
出
品
者
の
顔
が
浮

か
び
案
じ
ら
れ
た
。
そ
ん
な
厳

し
い
夏
の
盛
り
に
制
作
・
奮
闘

を
し
て
い
る
姿
が
偲
ば
れ
、
私

も
今
年
ほ
ど
制
作
で
汗
を
流
し

た
年
は
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
か
ら
今
年
の
出

品
状
況
が
案
じ
ら
れ
た
が
、
搬

入
状
況
を
見
る
と
出
品
者
数
は

昨
年
よ
り
増
え
て
い
た
が
出
品

点
数
は
微
減
と
い
う
報
告
。

　

審
査
結
果
は
力
作
が
評
価
さ

れ
た
が
、
パ
リ
賞
は
問
題
が
生

じ
今
展
で
は
該
当
な
し
と
し
た
。

　

初
日
は
猛
暑
に
も
か
か
わ
ら

ず
オ
ー
プ
ン
を
待
つ
沢
山
の
入

場
者
に
並
ん
で
い
た
だ
き
、
一
同

感
謝
の
気
持
ち
で
お
迎
え
し
た
。

　

展
示
会
場
は
展
示
委
員
の
研

究
で
全
会
場
に
ゆ
と
り
を
持
た

せ
、
展
示
に
も
工
夫
が
感
じ
ら

れ
た
。
従
来
の
Ｕ
35
奨
励
室
や

ア
ニ
マ
ル
ブ
ー
ス
、
50
号
の
部

屋
な
ど
を
設
け
変
化
を
持
た
せ

た
。
３
階
の
最
終
室
に
は
新
た

に
出
入
り
口
を
設
け
て
ド
ン
詰

ま
り
感
を
な
く
し
た
。
入
場
者

や
評
論
家
諸
氏
か
ら
も
イ
メ
ー

ジ
チ
ェ
ン
ジ
に
よ
る
好
感
度
の

評
価
を
い
た
だ
い
た
。

　

今
展
は
特
別
展
示
と
し
て
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
の
後
援
で

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
写
真
家
ヴ
ェ
ラ
・

ブ
ラ
ン
シ
ュ
さ
ん
の
写
真
40
点

を
写
真
部
の
休
憩
コ
ー
ナ
ー
に

展
示
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
状

を
感
じ
て
い
た
だ
い
た
。

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ー
ナ
ー
で
は

４
部
の
会
員
か
ら
の
出
品
協
力

を
得
て
大
い
に
成
果
が
あ
っ
た
。

　

初
日
の
授
賞
式
、
新
会
員
・

会
友
推
挙
式
の
面
接
も
予
定
通

り
に
行
わ
れ
た
が
、
ザ
・
リ
ッ

ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
東
京
で
の
懇

親
会
は
猛
暑
で
も
あ
り
、
コ
ロ

ナ
禍
の
警
戒
も
あ
っ
て
か
出
席

者
は
減
少
気
味
だ
っ
た
が
和
や

　

３
年
ぶ
り
に
全
会
員
に
よ
る

審
査
が
実
現
し
、
審
査
室
は
久

し
ぶ
り
の
再
会
や
初
め
て
の
審
査

参
加
で
緊
張
気
味
な
新
会
員
と

の
交
歓
な
ど
二
科
ら
し
い
場
面
が

感
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
審
査

の
途
中
で
体
調
の
不
調
を
き
た

す
会
員
が
あ
り
、
検
査
の
結
果

コ
ロ
ナ
の
陽
性
が
判
明
、
そ
の
後

数
名
に
拡
散
。
入
院
や
帰
郷
す

る
会
員
も
増
え
て
不
安
な
状
態

だ
っ
た
が
大
事
に
至
ら
ず
、
そ
の

後
の
審
査
や
発
送
業
務
は
予
定

通
り
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

二
科
会
は
全
会
員
に
よ
る
審

査
を
標
榜
し
て
き
た
が
、
今
回

の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
審
査
会

場
の
ス
ペ
ー
ス
や
人
数
か
ら
し
て

明
ら
か
に「
密
」に
な
り
す
ぎ
る
。

数
年
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮

し
て
理
事
と
監
事
、
運
営
委
員

の
協
力
で
審
査
を
し
て
き
た
が
、

何
ら
か
の
偏
り
が
出
る
の
で
は

な
い
か
と
懸
念
し
て
い
た
が
、

案
ず
る
こ
と
な
く
公
平
な
審
査

が
で
き
て
い
た
と
思
う
。
そ
う

し
た
経
験
か
ら
、
今
年
の
全
員

審
査
に
よ
る
弊
害
か
ら
審
査
室

の
「
密
」
を
避
け
効
率
を
あ
げ
る

た
め
に
も
、
半
分
な
い
し
三
分

の
一
く
ら
い
の
人
数
で
の
交
代
制

審
査
案
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
。

か
ら
見
え
る
壁
面
と
し
ま
し
た
。

④
U
35
の
出
品
者
が
増
え
て
き

ま
し
た
の
で
、
奨
励
室
二
部
屋

を
広
く
設
け
次
世
代
育
成
強
化

を
図
り
ま
し
た
。

⑤
前
回
展
ま
で
閉
鎖
の
出
口
扉

を
開
け
て
出
入
り
可
能
と
し
、

活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

⑥
3
B
中
央
の
可
動
パ
ネ
ル
を

1.8
m
開
け
、
入
口
に
戻
れ
る
バ

イ
パ
ス
通
路
を
確
保
し
ま
し
た
。

⑦
パ
ネ
ル
を
１
枚
外
し
て
一
部

屋
減
ら
し
、
19
室
・
20
室
を
広

く
し
ま
し
た
。

⑧
19
室
を
仮
称
ア
ニ
マ
ル
ブ
ー

ス
と
称
し
、
動
物
を
そ
れ
ぞ
れ

の
感
性
で
表
現
さ
れ
た
作
品
を

一
堂
に
展
示
し
楽
し
め
る
部
屋

を
試
み
ま
し
た
。

⑨
最
後
の
20
室
に
は
受
賞
作
や

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
意
欲
作
を

展
示
、
1
室
同
様
に
魅
力
あ
る

部
屋
と
し
ま
し
た
。

　

可
動
パ
ネ
ル
の
出
し
入
れ
で

展
示
壁
長
（
展
示
点
数
）の
差
が

な
く
、
見
落
と
し
が
出
な
い
導

線
も
で
き
、
少
し
明
る
い
三
階

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
絵
画
の

森
は
我
々
会
員
一
人
一
人
が
質

の
高
い
魅
力
の
あ
る
作
品
を
発

表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ず
と

森
は
輝
き
、
来
場
者
も
出
品
者

も
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

絵画部　３階　19室　アニマルブース

絵画部　２階　１室１階　15室から彫刻室へ

絵画部　３階　１室・11室（U35奨励室）

か
な
懇
親
会
に
な
っ
た
。

　

会
期
中
の
会
場
で
は
研
究

会
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行

わ
れ
、
ま
た
美
術
館
講
堂
で
は

ゲ
ス
ト
を
招
き
講
演
会
を
開

催
。
今
年
は
東
北
芸
術
工
科
大

学
学
長
の
中
山
ダ
イ
ス
ケ
氏
の

講
演
と
中
原
常
務
理
事
と
の
対

談
を
、
そ
し
て
塙
常
務
理
事
と

黒
川
理
事
に
よ
る
支
援
講
座
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ

れ
、
盛
り
沢
山
の
行
事
が
あ
り

好
評
で
あ
っ
た
。

　

展
覧
会
の
終
盤
は
連
休
と
も

重
な
っ
て
多
く
の
入
場
者
が
あ

り
、
特
に
感
じ
た
こ
と
と
し
て

今
回
は
会
期
中
を
通
し
て
外
国

人
の
入
場
者
が
目
立
っ
た
。

　

入
場
者
が
昨
年
を
大
き
く
上

回
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
最
終
日

に
は
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
会

員
に「
大
入
り
袋
」を
出
し
て
労

を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

絵画部　１階　13室から14室へ

入場口から1Ｆ会場

絵画部　１階　12室
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内
閣
総
理
大
臣
賞

加
覧 

裕
子

　

キ
ャ
ン
バ
ス
に
油
絵
具
を

忍
耐
強
く
繰
り
返
し
重
ね

続
け
る
作
業
。
こ
の
ア
ナ
ロ

グ
な
制
作
を
と
お
し
て
画
面

か
ら
光
が
発
す
る
ま
で
を

待
つ
。

　

時
間
と
根
気
は
要
求
さ

れ
る
が
そ
の
過
程
で
遭
遇

す
る
発
見
は
と
て
も
魅
力

的
で
自
分
を
導
い
て
も
く

れ
た
。
も
し
も
画
面
か
ら

発
す
る
気
配
が
観
る
人
の

心
の
波
長
に
触
れ
て
共
有

す
る
こ
と
が
可
能
な
ら
作

家
と
し
て
の
冥
利
と
思
う
。

■内閣総理大臣賞　讃歌　227×330■東京都知事賞　時の狩人. 2023　194×324

東
京
都
知
事
賞

祝
迫 

正
豊

　

３
年
程
前
か
ら
か
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
で
生
活
が

困
惑
、
先
の
見
え
な
い
重

い
日
々
が
続
い
た
。
そ
ん
な

中
、
錦
江
湾
の
空
を
眺
め

て
い
る
と
、
見
た
こ
と
の
な

い
心
象
的
風
景
が
見
え
た
。

空
気
は
重
く
浮
遊
す
る
巨

岩
と
重
な
っ
た
。

　

描
く
こ
と
は
狩
人
が
獲

物
を
射
る
よ
う
な
も
の
、
生

き
た
そ
の
時
代
、
時
を
切
り

取
り
描
い
て
い
る
よ
う
だ
。

第107回二科展　受賞作品

■二科賞　anima〜いきとしいけるもの〜be’
F100　森山 麗子

■上野の森美術館奨励賞
線の解放（Ⅱ）　F100　黒川 壽子

■二科新人賞　クレーンゲーム
F100　浦野 聖菜

第107回二科展　受賞作品 ─ 制作の視点

第
107
回
二
科
展　
受
賞
者

二
科
賞

森
　
山
　
麗
　
子
［
兵
庫
］

パ
リ
賞

該
当
者
な
し

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
美
術
館
賞

鈴
　
木
　
綾
　
子
［
愛
知
］

上
野
の
森
美
術
館
奨
励
賞

黒
　
川
　
壽
　
子
［
千
葉
］

会
員
賞

石
　
関
　
和
　
夫
［
群
馬
］

上
　
原
　
さ
つ
き
［
神
奈
川
］

甲
　
津
　
久
　
生
［
滋
賀
］

辻
　
　
　
富
佐
美
［
神
奈
川
］

餅
　
原
　
宣
　
久
［
鹿
児
島
］

山
　
口
　
博
　
司
［
長
崎
］

会
友
賞

石
　
原
　
琢
二
郎
［
鹿
児
島
］

出
　
月
　
智
　
子
［
山
梨
］

小
　
南
　
治
　
次
［
滋
賀
］

坂
　
本
　
啓
　
子
［
京
都
］

笹
　
島
　
裕
　
美
［
石
川
］

立
　
石
　
洋
　
子
［
福
岡
］

辻
　
田
　
悦
　
子
［
三
重
］

中
　
　
　
三
保
子
［
北
海
道
］

中
　
村
　
　
　
稔
［
愛
知
］

西
　
垣
　
雅
　
子
［
神
奈
川
］

畠
　
中
　
富
　
雄
［
大
阪
］

日
比
野
　
恵
　
美
［
愛
知
］

前
　
川
　
普
佐
雄
［
埼
玉
］

山
　
本
　
知
　
子
［
鳥
取
］

特
選

石
　
川
　
政
　
子
［
愛
知
］

石
　
渡
　
美
　
香
［
神
奈
川
］

牛
　
房
　
美
穂
子
［
福
岡
］

江
　
島
　
良
　
子
［
福
岡
］

遠
　
藤
　
美
和
子
［
広
島
］

大
　
蔵
　
千
　
鶴
［
石
川
］

奥
　
田
　
明
　
宏
［
岐
阜
］

金
　
子
　
豊
　
実
［
埼
玉
］

木
　
村
　
精
　
郎
［
青
森
］

久
　
野
　
真
　
弓
［
愛
知
］

熊
　
谷
　
得
　
志
［
東
京
］

白
　
井
　
偉
　
之
［
福
岡
］

滝
　
田
　
洋
　
子
［
埼
玉
］

丹
　
野
　
ゆ
き
子
［
宮
城
］

寺
　
澤
　
侑
見
子
［
愛
知
］

長
　
江
　
明
　
子
［
東
京
］

西
　
田
　
昇
　
平
［
熊
本
］

沼
　
田
　
希
　
世
［
神
奈
川
］

服
　
部
　
由
美
子
［
東
京
］

林
　
　
　
喜
　
子
［
福
岡
］

広
　
澤
　
良
　
子
［
茨
城
］

古
　
川
　
り
　
か
［
兵
庫
］

丸
　
岡
　
久
美
子
［
神
奈
川
］

丸
　
田
　
洋
　
一
［
千
葉
］

水
　
谷
　
奈
穂
子
［
三
重
］

三
　
好
　
る
　
り
［
福
岡
］

二
科
新
人
賞

浦
　
野
　
聖
　
菜
［
石
川
］

新
人
奨
励
賞

韋
　
　
　
　
　
藝
［
京
都
］

寺
　
澤
　
望
　
愛
［
愛
知
］

会
員
推
挙

木
　
村
　
民
　
治
［
千
葉
］

小
　
原
　
禎
　
二
［
神
奈
川
］

髙
　
橋
　
和
　
平
［
宮
崎
］

坊
　
中
　
靜
　
六
［
愛
知
］

水
　
元
　
美
穂
子
［
京
都
］

会
友
推
挙

朝
　
岡
　
幸
　
子
［
茨
城
］

飯
　
干
　
智
　
子
［
愛
知
］

伊
　
藤
　
友
丈
嘉
［
愛
知
］

井
　
上
　
貴
　
義
［
福
岡
］

今
　
泉
　
光
　
治
［
神
奈
川
］

及
　
川
　
寿
美
子
［
宮
城
］

小
野
寺
　
さ
ゆ
り
［
宮
城
］

加
治
木
　
成
　
美
［
京
都
］

亀
　
田
　
憲
　
子
［
神
奈
川
］

川
　
崎
　
美
　
紀
［
東
京
］

上
　
林
　
泰
　
平
［
長
野
］

近
　
藤
　
隆
　
弘
［
愛
知
］

今
　
野
　
真
由
美
［
神
奈
川
］

島
　
村
　
　
　
薫
［
兵
庫
］

杉
　
戸
　
順
　
子
［
愛
知
］

須
佐
美
　
惠
　
子
［
大
阪
］

竹
　
中
　
美
　
浪
［
愛
知
］

土
　
屋
　
真
理
子
［
愛
知
］

林
　
　
　
里
　
美
［
滋
賀
］

福
　
岡
　
ゆ
ら
り
［
愛
知
］

藤
　
原
　
弘
　
美
［
大
阪
］

丸
　
山
　
良
二
郎
［
鹿
児
島
］

村
　
上
　
元
　
彦
［
愛
知
］

（
彫
刻
部
）

二
科
賞

該
当
者
な
し

ロ
ー
マ
賞

廣
　
瀬
　
友
　
彦
［
東
京
］

彫
刻
の
森
美
術
館
奨
励
賞

岩
　
瀬
　
公
　
子
［
新
潟
］

会
員
賞

川
　
本
　
　
　
拓
［
神
奈
川
］

会
友
賞

岩
　
崎
　
花
菜
子
［
東
京
］

古
　
森
　
清
五
郎
［
新
潟
］

都
　
丸
　
洋
　
一
［
群
馬
］

特
選

洗
　
川
　
一
　
男
［
愛
知
］

菅
　
野
　
芽
　
衣
［
東
京
］

山
　
﨑
　
千
　
夏
［
神
奈
川
］

会
員
推
挙

角
　
谷
　
豊
　
明
［
新
潟
］

長
谷
川
　
　
　
聡
［
神
奈
川
］

細
　
田
　
愛
由
美
［
島
根
］

会
友
推
挙

柴
　
崎
　
益
　
代
［
群
馬
］

内
閣
総
理
大
臣
賞　
加
　
覧
　
裕
　
子［
東
京
］

文
部
科
学
大
臣
賞　
林
　
　
　
一
　
平［
石
川
］

東　
京　
都　
知　
事　
賞　
祝
　
迫
　
正
　
豊［
鹿
児
島
］

（
絵
画
部
）

　

酷
暑
や
台
風
等
厳
し
い
自
然

環
境
下
で
の
第
107
回
二
科
展
で

し
た
が
、
審
査
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
、
作
品
講
評
会
、
講
演

会
等
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
戻
し
て

実
施
し
た
成
果
も
あ
り
、
連
日

活
況
を
呈
し
入
場
者
も
昨
年
よ

り
増
加
す
る
等
光
明
が
見
え
、

盛
会
裏
に
終
了
で
き
た
の
は
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

絵
画
部
に
関
し
て
搬
入
点
数

は
微
減
で
あ
っ
た
が
出
品
者
数

が
２
年
続
け
て
増
え
た
の
は
ひ

と
え
に
支
援
部
の
旗
振
り
で
全

国
支
部
、
広
報
部
、
事
務
局
が

一
体
と
な
っ
て
出
品
奨
励
に
取

り
組
ん
だ
結
果
だ
と
展
示
担
当

一
同
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
107
回
の
展
示
に
つ
い
て
は
、

１
階
１
室
を
拡
げ
た
こ
と
や
３

階
の
出
入
り
口
を
増
や
し
一
般

出
品
者
の
展
示
環
境
の
大
幅
改

善
が
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
等
を

中
島
敏
明
展
示
担
当
理
事
が
詳

し
く
ご
寄
稿
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
ご
精
読
く
だ
さ
い
。

　

最
終
日
に
生
方
理
事
長
は
じ

め
展
示
委
員
全
員
で
各
階
各
部

屋
を
巡
回
し
、
来
年
度
の
更
な

る
改
善
を
目
指
し
て
現
場
で
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。
●
２
点

入
選
の
展
示
方
法
の
改
善
●
各

部
屋
の
差
別
化
、
特
徴
付
け
と

企
画
意
図
の
わ
か
る
解
説
パ
ネ

ル
の
設
置
●
賞
札
や
初
入
選
の

文
字
を
見
や
す
く
す
る
、
な
ど

入
場
者
目
線
で
こ
れ
ら
の
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
私
見
で
す
が
絵
画
・

彫
刻
と
も
動
物
・
生
物
を
様
々

な
表
現
で
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作

品
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
を
通
し

て
あ
ら
た
め
て「
命
」の
尊
さ
に

作
家
と
し
て
向
き
合
う
時
代
で

あ
る
こ
と
を
ア
ニ
マ
ル
ル
ー
ム

が
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
が
象
徴

し
て
お
り
、
全
て
の
作
品
が
息

吹
を
感
じ
る
展
示
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

絵
画
部
審
査
に
関
し
て
は

部
会
で
決
定
し
た
通
り
３
年
ぶ

り
会
員
全
員
で
の
審
査
で
新
会

員
も
初
参
加
し
、
二
科
ら
し
い

活
気
の
あ
る
審
査
と
な
り
ま
し

た
。
た
だ
し
残
念
な
が
ら
ま
だ

ま
だ
感
染
対
策
が
必
要
な
状

況
で
あ
り
、
今
後
は
会
員
の
安

全
、
進
行
等
様
々
な
観
点
か
ら

交
代
制
審
査
も
検
討
す
べ
き
と

の
理
事
会
の
見
解
も
あ
り
、
来

年
度
の
絵
画
部
会
で
具
体
的
な

改
善
案
を
も
と
に
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
審
査
体
制
で
あ

ろ
う
と
審
査
結
果
は
展
示
・
入

場
者
・
次
年
度
の
出
品
意
欲
・

今
後
の
二
科
の
方
向
性
に
直
結

し
て
い
ま
す
。
審
査
員
が
展
示

コ
ン
セ
プ
ト
・
プ
ラ
ン
・
過
去
の

展
示
や
審
査
実
績
等
の
情
報
共

有
し
た
う
え
で
審
査
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
多
数
・
少
数

意
見
に
関
わ
ら
ず
建
設
的
な
意

見
を
尊
重
し
な
が
ら
、
基
本
路

線
を
ブ
ラ
さ
ず
、
か
つ
時
代
に

対
応
し
た
よ
り
良
い
審
査
を
目

指
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
来
季
春
季
展
は
会
員

作
品
を
柱
に
、
受
賞
者
選
抜
、

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
個
展
形
式

に
加
え
、
新
た
な
特
別
企
画
と

し
て
Ｓ
20
号
の
公
募
も
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
思
い
切
っ
た
新
鮮

な
展
示
プ
ラ
ン
を
展
示
委
員
会

で
検
討
し
ま
す
の
で
乞
う
ご
期

待
を
！

今
後
の
二
科
や
展
示
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
審
査

 

山
中 

宣
明

審査風景
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第107回展会場から─会員による作品寸評
1F　岩田　2F　金澤　3F　石橋

西
本
　
誠

　

幻
想
的
な
グ
レ
ー
の
色
調
に

遥
か
な
世
界
へ
の
誘
い
を
受
け

る
。
絵
画
技
法
で
は
盛
り
上
げ

た
独
自
の
下
地
や
引
っ
搔
い
た

線
描
も
近
く
で
見
る
と
魅
力
を

感
じ
ま
す
。
離
れ
て
絵
を
見
た

と
き
弱
く
な
ら
な
い
よ
う
右
上

の
樹
木
は
、
少
し
緑
系
を
使
い

周
囲
と
異
な
る
表
現
方
法
を
工

夫
さ
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

�

（
石
橋�

国
夫
）

星
野 

千
鶴
子

　

薄
塗
り
の
魅
力
的
な
作
品
。

平
面
的
に
塗
ら
れ
た
色
面
は
、

人
物
と
な
り
木
立
と
な
り
柔
ら

か
い
空
間
を
創
り
出
す
。
互
い

に
干
渉
す
る
光
で
さ
え
平
面
化

さ
れ
て
柔
ら
か
く
存
在
す
る
。

　

描
写
し
て
し
ま
い
そ
う
な
手

先
の
動
き
を
抑
え
、
感
動
を
直

に
筆
先
に
伝
え
て
い
る
よ
う
で

す
。�

（
金
澤�

英
亮
）

知
念 

茂
隆

　

戦
争
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

で
あ
る
。
バ
ッ
ク
の
オ
レ
ン
ジ

色
は
明
る
く
、
母
子
の
後
ろ
か

ら
丸
い
物
が
渦
巻
き
、
ト
ン
ボ

や
ヒ
ト
の
形
が
躍
動
す
る
と
こ

ろ
に
上
手
さ
を
感
じ
ま
す
。
左

向
き
の
女
性
の
シ
ル
エ
ッ
ト
と

バ
ッ
ク
の
と
こ
ろ
は
、
未
来
に

向
か
う
前
向
き
な
気
持
ち
を
表

現
さ
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

�

（
石
橋�

国
夫
）

川
﨑 

英
世

　

展
示
室
で
目
を
引
く
作
品
。

「
キ
ャ
ン
バ
ス
に
油
絵
具
」
と
い

う
作
品
が
多
い
中
で
、
派
手
さ

は
無
く
て
も
存
在
感
が
あ
り
近

寄
ら
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。
近

く
で
見
る
と
期
待
を
裏
切
ら
な

い
緻
密
さ
に
見
入
っ
て
し
ま
う
。

模
様
に
は
遠
近
感
が
あ
り
、
頭

の
中
に
湖
面
の
さ
ざ
波
の
よ
う

な
空
間
を
創
り
出
す
。

�

（
金
澤�

英
亮
）

第107回展会場から─会員による作品寸評
1F　岩田　2F　金澤　3F　石橋

Abstract Build　　川﨑英世

石
井 

晶
子

　

初
夏
の
空
気
感
の
あ
る
風
景

作
品
。
近
景
の
左
側
手
前
の
草

を
高
く
し
、
空
気
遠
近
法
で
遠

景
の
森
を
表
現
で
き
れ
ば
さ
ら

に
奥
行
き
感
が
表
現
で
き
る
。

�

（
岩
田　

博
）

渡
邉 

仁
美

　

激
し
く
物
体
の
よ
う
な
も
の

が
流
れ
落
ち
て
く
る
感
じ
、
左

右
の
バ
ラ
ン
ス
、
マ
チ
エ
ー
ル
を

生
か
し
コ
ラ
ー
ジ
ュ
が
混
じ
り

合
い
、
色
を
引
き
立
て
創
造
性

あ
る
作
品
。�

（
岩
田　

博
）

夏始め、川原　　石井晶子

I Love You 2023-Ⅲ
渡邉仁美

皆
吉 

経
之

　

大
き
い
猫
は
、
線
描
で
金
箔

を
使
い
、
隠
さ
れ
た
よ
う
な
小

さ
い
猫
は
丁
寧
な
描
写
で
独
自

の
世
界
を
表
現
さ
れ
て
い
る
。

バ
ッ
ク
の
黒
は
塗
る
仕
事
で
、

下
の
猫
は
描
く
仕
事
に
な
る
。

描
く
部
分
を
も
う
少
し
増
や
す

こ
と
で
鑑
賞
者
を
さ
ら
に
引
き

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

�

（
石
橋�

国
夫
）

滝
　
洋
子

　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
形
、
味
わ

い
深
い
色
、
密
度
の
あ
る
タ
ッ

チ
の
作
品
で
す
。
グ
イ
グ
イ
と

塗
ら
れ
た
筆
跡
は
重
な
り
が
魅

力
的
で
、
絵
具
を
乗
せ
る
快
感

が
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。

　

暫
く
見
て
い
る
と
連
鎖
的
に

色
々
な
鳥
が
見
え
て
来
て
、
パ

ズ
ル
の
よ
う
な
構
成
の
複
雑
さ

に
気
付
き
ま
す
。�（
金
澤�

英
亮
）

古木の幻想（鳥たち）
滝　洋子

藤
井
　
暁

　

不
等
比
皿
手
動
は
か
り
に
ブ

ド
ウ
が
載
せ
ら
れ
た
静
物
画
で

あ
る
。
計
測
機
会
社
に
勤
務
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
こ
の
絵
の
原
点

に
あ
る
よ
う
で
、
ブ
ド
ウ
の
重

さ
だ
け
で
な
く
、
美
味
し
さ
を

測
っ
て
い
る
よ
う
で
心
惹
か
れ

ま
し
た
。
は
か
り
の
質
感
表
現

を
も
う
少
し
追
求
さ
れ
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
。�

（
石
橋�

国
夫
）

松
村
　
功

　

厚
み
の
あ
る
塗
り
と
薄
塗
り

と
が
重
な
り
合
い
、
ゆ
っ
た
り

し
た
空
間
を
造
り
出
し
て
い
る
。

厚
み
の
あ
る
部
分
に
は
ス
ク
ラ

ッ
チ
が
あ
り
、
マ
チ
エ
ー
ル
か
ら

連
想
す
る
建
造
物
が
並
ん
で
い

る
よ
う
に
も
感
じ
る
。

　

矩
形
の
形
は
ゆ
ら
ぎ
の
よ
う

な
変
化
を
し
な
が
ら
繋
が
り
、

人
物
の
気
配
も
あ
り
ま
す
。

�

（
金
澤�

英
亮
）

大
槻
　
薫

　

海
底
に
沈
ん
だ
電
車
、
そ
の

中
を
骨
格
だ
け
の
魚
が
泳
い
で

い
る
、
非
現
実
的
な
作
品
。

　

一
点
透
視
図
法
を
用
い
構
成

が
面
白
い
。
対
象
物
の
動
き
を

お
さ
え
た
表
現
の
せ
い
か
時
間

が
停
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
感

じ
る
。
そ
れ
が
作
者
の
意
図
か
。

�

（
岩
田　

博
）

添
野
　
忠

　

逆
三
角
構
図
、
森
と
少
女
の

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
駆
使
し
作

品
が
分
離
し
な
い
よ
う
に
同
系

色
で
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
、
心

や
す
ら
ぐ
作
品
で
あ
る
が
、
森

の
奥
行
き
が
欲
し
か
っ
た
。

�
（
岩
田　

博
）

残影Ⅱ　　松村　功 遥かな旅　　西本　誠実りの頃１　　藤井　暁

国境が攻めてきた。負けないよ。
知念茂隆

隠微　　皆吉経之 噴水のある公園　　星野千鶴子

Metoro-2023-3　　大槻　薫

やすらぎの森　　添野　忠
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彫
刻
部
　
総
評 

登
坂 

秀
雄

彫刻部　集合写真

　

第
107
回
二
科
展
が
9
月
6
日

か
ら
18
日
ま
で
国
立
新
美
術
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

彫
刻
部
に
は
展
示
委
員
会
を

設
け
て
い
る
。
会
員
（
二
年
目

10
名
、
一
年
目
10
名
）
の
輪
番

制
で
、
彫
刻
部
事
務
局
と
連
携

を
図
り
、
開
催
年
度
の
展
覧
会

運
営
に
向
け
た
任
に
当
た
る
。

107
回
彫
刻
部
展
示
委
員
会
は
、

政
府
が
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
を
2
類
か
ら
5
類
へ
方
向
転

換
し
指
針
を
示
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
104
回

展
以
降
休
止
し
て
い
た
一
般
出

品
者
を
交
え
た
会
友
・
会
員
全

員
で
の
展
示
作
業
、
出
品
者
の

交
流
の
場
と
な
る
懇
親
会
の
開

催
、
鑑
賞
者
と
の
意
思
疎
通
を

図
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
開
催
復

活
を
決
め
た
。
3
月
か
ら
会
期

直
前
ま
で
Z
O
O
M
会
議
等
を

通
し
て
入
念
な
準
備
を
行
っ

た
。
出
品
作
品
の
傾
向
を
鑑
み

な
が
ら
、
東
京
都
美
術
館
か
ら

国
立
新
美
術
館
に
会
場
を
移
し

た
92
回
展
以
降
【
展
示
場
所
に

お
い
て
定
位
置
を
定
め
ず
】
を

モ
ッ
ト
ー
に
展
示
委
員
全
員
で

和
気
相
合
い
と
展
示
総
数
160
点

の
展
示
計
画
が
進
め
ら
れ
た
。

結
果
と
し
て
、
二
科
会
発
足
当

初
か
ら
の
﹃
一
流
一
派
に
と
ら
わ

れ
ず
、
新
し
い
価
値
を
尊
重
し
、

創
造
者
の
制
作
上
の
自
由
を
擁

護
し
、
抜
擢
す
る
』と
の
コ
ン
セ

プ
ト
が
活
か
さ
れ
、
二
科
ら
し

さ
が
演
出
さ
れ
た
明
快
な
会
場

構
成
が
出
来
上
が
っ
た
。

　

初
日
か
ら
家
族
連
れ
の
鑑
賞

者
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
、
子
ど

も
達
の
声
が
響
き
渡
る
状
況
を

目
に
し
て
新
た
な
幕
開
け
を
予

感
す
る
喜
び
さ
え
感
じ
た
。

　

注
目
す
べ
き
点
に
、
若
手
作

家
に
よ
る
動
物
彫
刻
作
品
が
多

く
見
ら
れ
た
事
。
環
境
問
題
の

変
化
に
敏
感
に
感
受
す
る
ア
ン

テ
ナ
が
高
い
せ
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

昨
年
度
106
回
展
か
ら
設
け
ら

れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
30（
30
㎤
）の

展
示
は
、
絵
画
部
と
彫
刻
部
の

接
合
点
に
当
た
る
展
示
会
場
を

つ
な
ぎ
、
微
妙
に
扇
形
に
開
い

た
二
列
で
の
展
示
を
試
み
た
。

結
果
と
し
て
二
列
の
中
を
鑑
賞

者
が
ゆ
っ
た
り
と
双
方
向
に
行

き
来
す
る
導
入
口
と
な
り
、
会

期
中
常
に
賑
わ
い
を
見
せ
る
場

と
な
っ
た
。

　

野
外
展
示
に
お
い
て
、
作
品

点
数
は
減
少
し
た
も
の
の
作
品

間
と
鑑
賞
者
の
導
線
を
考
慮
し

絵画部　新会員紹介

　

敵
の
砲
弾
に
よ
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

美
し
い
街
と
田
園
が
次
々
に
破
壊
さ
れ
、

失
わ
れ
て
ゆ
く
様
を
抽
象
表
現
し
た
。

共
感
者
は
何
処
？

　

第
97
回
　

特
選
／
第
102
回
　

会
友
推
挙

　

第
103
回
　

会
友
賞
／
第
107
回
　

会
員
推
挙

木村 民治

失われた街Ⅲ

　

毎
年
、
夏
に
な
る
と
二
科
展
に
出
品

す
る
。
今
で
は
、
こ
れ
が
私
の
普
通
の

生
活
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
科
展
に
出
品
し
て
早
や
40
年
、
今
、

二
科
会
会
員
に
推
挙
さ
れ
喜
び
も
大
き

い
が
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
世
界
が
見
え

る
の
か
楽
し
み
で
も
あ
る
。

　

第
77
回
　

特
選
／
第
90
回
　

会
友
推
挙

　

第
95
回
　

会
友
賞
／
第
107
回
　

会
員
推
挙

坊中 靜六

　

ア
ト
リ
エ
内
で
の
自
分
の
手
足
や
画

材
を
、
俯
瞰
し
て
描
い
て
き
ま
し
た
。

伊
勢
エ
ビ
や
新
聞
等
を
加
え
、
今
後
も

郷
土
宮
崎
ら
し
さ
の
表
現
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　

第
100
回
　

記
念
賞
／
第
101
回
　

会
友
推
挙

　

第
102
回
　

会
友
賞
／
第
107
回
　

会
員
推
挙

髙橋 和平

2023 画室・コーヒーブレイク

さらけだす

　

毎
年
、
二
科
会
の
皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い

声
か
け
を
励
み
に
し
な
が
ら
、
彫
刻
を
通
し

た
自
分
な
り
の
表
現
活
動
を
継
続
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
積
み
重
ね
を
認
め
て
い
た
だ
き
、

会
員
へ
の
推
挙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
誇

り
に
、
今
後
も
ま
す
ま
す
充
実
し
た
表
現
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

第
99
回
　

特
選
／
第
103
回
　

会
友
推
挙
／
第
104
回
　

会
友
賞

　

第
105
回
　

記
念
大
賞
／
第
107
回
　

会
員
推
挙

長谷川　聡

彫刻部　展示室

　

光
沢
を
有
す
る
金
属
・
果
実
等
が
反

射
す
る
多
様
な
光
の
情
景
は
興
味
深

い
。
反
射
体
は
自
由
に
浮
揚
す
る
。
そ

れ
を
緊
張
感
を
持
っ
て
描
き
た
い
。

　

第
103
回
　

パ
リ
賞
／
第
104
回
　

会
友
推
挙

　

第
105
回
　

会
友
賞
／
第
107
回
　

会
員
推
挙

小原 禎二

Reflectors 2 錯

BABEL 4

　

日
々
の
生
活
の
な
か
で
目
に
す
る
、

ど
こ
か
面
白
い
も
の
や
好
き
な
も
の
、

気
に
な
る
も
の
が
テ
ー
マ
で
す
。
画
面

の
リ
ズ
ム
を
大
切
に
描
き
た
い
で
す
。

　

第
97
回
　

新
人
奨
励
賞

　

第
100
回
　

パ
リ
賞
・
会
友
推
挙

　

第
102
回
　

会
友
賞
／
第
107
回
　

会
員
推
挙

水元 美穂子 ８月の朝

　

初
出
品
か
ら
こ
れ
ま
で
皆
様
方
か
ら
暖
か

く
育
て
て
い
た
だ
き
、
21
年
目
で
会
員
推
挙
。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

心
の
曇
り
が
取
れ
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
気
持

ち
で
作
品
制
作
に
打
ち
込
め
ま
す
。
そ
し
て

新
た
な
壁
が
次
々
と
現
わ
れ
る
。
こ
れ
に
立

ち
向
か
っ
て
作
品
制
作
を
続
け
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

第
95
回
　

特
選
／
第
99
回
　

会
友
推
挙

　

第
106
回
　

会
友
賞
／
第
107
回
　

会
員
推
挙

角谷 豊明

heavy snow

　

こ
の
度
は
会
員
に
ご
推
挙
頂
き
ま
し
て
、

誠
に
恭
悦
で
す
。

　

木
と
木
を
重
ね
て
制
作
し
て
き
ま
し
た
が
、

時
間
や
そ
の
時
の
想
い
も
重
ね
て
紡
ぎ
出
し

て
い
っ
た
そ
の
塊
か
ら
何
か
を
醸
し
出
す
よ

う
な
、
何
か
を
感
じ
て
頂
け
る
よ
う
な
彫
刻

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

第
84
回
　

彫
刻
の
森
美
術
館
賞
／
第
99
回
　

会
友
推
挙

　

第
106
回
　

会
友
賞
／
第
107
回
　

会
員
推
挙

細田 愛由美

風を聴く

彫刻部　新会員紹介

た
豊
か
な
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
感

じ
さ
せ
た
。
作
家
の
同
意
を
得

て
彩
色
さ
れ
た
木
彫
の
大
作
の

野
外
展
示
を
試
み
た
が
、
赤
い

触
手
を
持
つ
抽
象
彫
刻
が
背
景

の
緑
、
空
の
青
と
融
合
し
、
野

外
空
間
と
の
調
和
を
見
せ
華
や

ぎ
さ
え
感
じ
さ
せ
た
。
今
後
の

野
外
展
示
に
光
明
を
見
た
感
が

あ
る
。

　

107
回
二
科
展
は
例
年
に
な
く

酷
暑
の
中
で
の
開
催
と
な
っ
た

が
、
彫
刻
部
独
自
の
コ
ロ
ナ
対

策
を
講
じ
た
結
果
、
展
覧
会
業

務
中
や
会
期
中
に
お
い
て
熱
中

症
や
コ
ロ
ナ
罹
患
者
を
出
さ
ず

に
済
ん
だ
こ
と
に
ほ
っ
と
し
て

い
る
。

　

最
後
に
、
展
示
委
員
に
当
た

ら
れ
た
皆
様
が
率
先
し
て
仕
事

を
こ
な
し
て
下
さ
っ
た
事
に
感

謝
し
た
い
。

彫刻部　カテゴリー30

彫刻部　展示室
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文
部
科
学
大
臣
賞 

林
　
一
平

　

近
年
、
心
の
動
き
、
感
情
や
バ
イ

ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
見
え
な
い
も
の
を

テ
ー
マ
に
カ
タ
チ
を
置
き
換
え
て
制

作
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
そ
れ
を
「
空
間
」
に
し
て
、

距
離
感
、
間
の
取
り
方
に
焦
点
を
当

て
て
み
ま
し
た
。

　

日
常
の
楽
器
や
家
具
を
モ
チ
ー
フ

に
、
演
奏
者
・
楽
器
・
観
衆
の
見
え

な
い
交
差
す
る
糸
の
景
色
を
表
現
し

て
み
ま
し
た
。

ロ
ー
マ
賞 

廣
瀬 
友
彦

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
自
然
を
守

れ
」で
す
。
ウ
レ
タ
ン
芯
材
に
石
膏

を
直
付
け
し
、
紙
粘
土
で
肉
付
け

し
て
い
ま
す
。
ウ
レ
タ
ン
は
指
で

押
す
と
へ
こ
み
、
紙
粘
土
は
石
膏

よ
り
か
た
く
固
ま
り
ま
す
。
こ
の

技
法
で
よ
り
自
由
に
制
作
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
技
術

を
持
っ
て
イ
タ
リ
ア
で
学
習
し
直

し
て
き
ま
す
。

会
員
賞 

川
本
　
拓

　

違
う
要
素
を
一
つ
の
形
と
し

て
見
せ
る
の
も
好
き
だ
が
、
今

回
の
作
品
は
シ
ン
プ
ル
に
す
る

こ
と
を
心
が
け
た
。

　

手
の
癖
や
形
を
増
や
し
た
い

衝
動
と
戦
い
な
が
ら
「
す
っ
と
そ

こ
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
意
識

し
た
。

受
賞
作
品
寸
評

彫
刻
の
森
美
術
館
奨
励
賞

 

岩
瀬 

公
子 

　

木
材
を
形
状
に
合
わ
せ
加
工

し「
足
し
た
り
引
い
た
り
」モ
デ

リ
ン
グ
的
な
自
由
度
が
増
す
手

法
で
組
み
上
げ
て
い
る
。

　
＂
憩
う
人
”と
思
わ
せ
る
ポ
ー

ズ
が
鑑
賞
者
を
惹
き
込
み
、
制

作
者
の
試
行
錯
誤
を
感
じ
る
労

作
で
あ
り
優
作
。＂
カ
タ
チ
”に

合
わ
せ
た
継
ぎ
目
を
検
討
し
、

自
由
な
表
現
を
次
回
作
へ
繋
げ

て
欲
し
い
。�

（
阿
部�

昌
義
）

第107回二科展　受賞作品 ─ 制作の視点

特
選 

洗
川 

一
男

　

人
体
像
な
の
で
あ
る
が
、
木

の
内
包
す
る
力
を
生
か
し
、
彫

り
起
こ
す
よ
う
に
現
さ
れ
た
四

肢
、
体
を
ボ
ル
ト
と
ナ
ッ
ト
で

締
上
げ
、
素
材
感
を
感
じ
さ
せ

な
い
程
に
塗
り
込
み
彩
色
さ
れ

た
姿
は
何
か
し
ら
偶
像
の
よ
う

な
異
形
の
姿
を
し
て
い
る
。
創

造
に
対
す
る
作
者
の
想
い
を
強

く
感
じ
る
。 

（
信
時　

茂
）

特
選 

菅
野 

芽
衣

　

楠
の
丸
彫
り
の
陸
ガ
メ
で
あ

る
。
綺
麗
な
木
の
色
だ
と
思
い

よ
く
見
て
み
る
と
、
木
肌
を
生

か
し
た
パ
ス
テ
ル
で
の
彩
色
が
施

さ
れ
て
い
る
。
彫
り
込
み
も
丁

寧
で
、
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か

け
、
慈
し
み
な
が
ら
仕
事
を
進

め
た
で
あ
ろ
う
と
感
じ
た
。

　

今
に
も
一
歩
を
踏
み
出
し
そ

う
な
力
強
さ
が
心
地
よ
い
。

 

（
島
田�

紘
一
呂
）

特
選 

山
﨑
千
夏

　

元
気
の
良
い
ク
マ
で
あ
る
。

信
念
を
持
っ
て
進
む
の
で
あ
る
。

　

老
若
男
女
が
こ
の
作
品
の
前

で
同
じ
ポ
ー
ズ
を
と
り
た
く
な

る
の
は
可
愛
い
ク
マ
だ
か
ら
で
は

な
く
、
作
品
に
与
え
ら
れ
た
量
、

動
き
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る

弾
け
る
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

触
発
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

 

（
二
ノ
宮�

裕
子
）

糸　　林　一平

プレスⅢ　　廣瀬友彦

うまれいづるところ　　川本　拓

会
友
賞 

古
森 

清
五
郎

　
何
か
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
、

そ
れ
を
表
現
し
て
き
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
形
の
な
い

物
の
表
現
は
失
敗
の
連
続
ば
か

り
、
し
か
し
思
い
描
い
た
イ
メ

ー
ジ
を
そ
の
ま
ま
ぶ
つ
け
た
時

は
、
何
と
も
言
え
な
い
鳥
肌
の

立
つ
感
覚
に
魅
了
さ
れ
る
。
そ

れ
を
味
わ
い
た
く
作
品
作
り
を

続
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

会
友
賞 

都
丸 

洋
一

　

二
科
展
に
出
品
し
て
45
年
に

な
り
ま
す
。
こ
の
間
、「
魅
力

的
な
作
品
と
は
」
と
い
う
問
い

と
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　

曲
線
の
魅
力
に
ひ
か
れ
、
量

感
・
動
勢
を
手
が
か
り
に
。
そ

し
て
最
近
「
重
力
感
」
が
加
わ

り
、
本
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
を
自
信
に
、
さ

ら
に
前
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
友
賞 

岩
崎 

花
菜
子

　

日
本
古
来
の
文
化
に
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
、
い

つ
も
と
違
う
や
り
方
で
実
験
し

た
作
品
で
す
。
熱
帯
夜
の
続
く

夏
、
一
度
ひ
ん
や
り
と
し
た
夜

気
に
完
全
に
包
ま
れ
た
日
が
あ

り
ま
し
た
。
境
界
線
、
境
目
、

表
と
裏
の
よ
う
な
自
分
の
テ
ー

マ
を
そ
こ
に
感
じ
て
表
現
し
ま

し
た
。

Rock　　 古森清五郎舞い上がったスプーン　　都丸洋一

夜気に眠る　　岩崎花菜子

シエスタ（アカカンガルー）　　岩瀬公子

The way is my way　　山﨑千夏

めざしているのは…　　菅野芽衣

カタルシス　　洗川一男
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ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
」「
創
作
の
在
り

方
に
感
動
」「
分
か
り
易
か
っ

た
」
な
ど
好
意
的
な
感
想
が

多
く
安
堵
し
て
い
る
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
シ
ャ

ガ
ー
ル
の
絵
と
各
自
の
顔
を

そ
れ
ぞ
れ
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ

ー
パ
ー
に
一
筆
書
き
で
描
い

て
貰
い
二
枚
を
重
ね
る
。
意

外
な
線
の
世
界
。
新
た
な
空

間
が
生
ま
れ
る
体
験
。
支
援

担
当
の
方
々
に
手
伝
っ
て
頂

き
、
全
て
の
作
品
を
壁
に
貼

っ
て
合
評
会
。
受
講
生
と
ス

タ
ッ
フ
共
有
の
楽
し
い
時
を

設
け
る
事
が
出
来
た
。

　

愛
の
画
家
と
言
わ
れ
た
シ

ャ
ガ
ー
ル
。「
芸
術
の
源
は

愛
」と
述
べ
た
ホ
ッ
ク
ニ
ー
。

　

私
も
相
手
を
思
う
や
さ
し

い
心
が
大
切
だ
と
思
う
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
や
っ
ぱ

り
、「
愛
」な
の
よ
ね
。

　

幼
い
頃
の
茶
碗
の
ひ
び
か

ら
白
馬
が
翔
ん
だ
体
験
。
絵

を
描
く
き
っ
か
け
の
パ
リ
で

見
た
マ
ザ
ウ
ェ
ル
の
作
品
。

　

こ
の
度
、
支
援
講
座
を
担

当
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
を
い

た
だ
き
、
さ
て
、
私
に
出
来

る
後
進
へ
の
支
援
は
何
か
を

考
え
た
。
そ
し
て
、
絵
筆
を

持
つ
こ
と
が
楽
し
く
、
全
力

で
い
つ
も
目
い
っ
ぱ
い
描
い

て
い
る
姿
を
語
る
事
と
、
誰

に
頼
ま
れ
た
訳
で
な
く
自

分
で
選
ん
だ
こ
の
世
界
だ
か

ら
、
そ
の
心
象
を
思
い
切
り

よ
く
表
現
す
る
大
切
さ
な

ど
、
審
査
の
時
に
い
つ
も
感

じ
て
い
る
事
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
全
身
で
伝
え
る
、
そ
れ
し

か
な
い
と
思
い
臨
ん
だ
。

　

丁
度
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

ホ
ッ
ク
ニ
ー
展
を
見
て
、

押
し
寄
せ
て
く
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
輝
く
色
彩
、
挑
戦

し
続
け
る
86
歳
の
パ
ワ
ー

が
私
の
背
中
を
押
し
て
く

れ
た
気
が
す
る
。

を
残
し
な
が
ら
も
、
再
び
色
面
構

成
の
表
現
に
変
え
る
様
を
紹
介
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

影
響
を
受
け
た
作
家
と
し
て
、

モ
ネ
（
印
象
派
の
原
点
）、
有
元
利

夫
（
空
間
の
捉
え
方
）、
木
村
忠

太
（
色
面
と
線
）、
ベ
ン
・
ニ
コ
ル

ソ
ン
（
静
物
、
風
景
の
線
描
と
構

成
）、
秋
野
不
矩
（
壮
大
な
空
間
）、

ド
ス
タ
ー
ル
（
色
面
空
間
）、
三
浦

景
生
（
大
胆
な
色
面
）、
そ
し
て

今
、
気
に
な
る
作
家
、
村
山
春
菜

（
線
の
お
も
し
ろ
さ
）
こ
れ
ら
の
作

家
は
、
い
つ
も
何
か
ヒ
ン
ト
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

世
阿
弥
が「
花
伝
書
」で「
花
」と

い
う
事
を
言
っ
て
い
ま
す
が
、
能

の
世
界
の
舞
台
効
果
で
す
。
こ
の

こ
と
は
絵
画
の
世
界
で
も
同
じ
で
、

表
現
意
図
を
効
果
的
に
見
せ
な
い

と
ダ
メ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
つ

も
自
分
の
信
念
を
持
っ
て
、
一
歩
で

も
前
に
進
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

台
風
余
波
の
雨
の
中
、
多
数
の

熱
心
な
受
講
者
に
お
で
か
け
頂
き

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

今
回
の
講
座
で
私
自
身
、
自
作
を

振
り
返
る
機
会
を
得
た
こ
と
は
大

変
貴
重
な
こ
と
で
し
た
。

　

二
科
展
に
出
品
す
る
よ
う
に
な

り
五
十
数
年
に
な
っ
て
い
る
事
を
、

今
回
自
分
の
作
品
を
回
顧
し
て
気

が
付
き
ま
し
た
。
京
都
市
立
美
大

の
４
回
生
か
ら
出
し
始
め
て
今
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
何

が
大
切
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
を
少

し
で
も
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
初

期
の
作
品
か
ら
紹
介
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
感

じ
た
事
、
教
授
陣
か
ら
の
言
葉
な

ど
若
い
時
に
感
じ
た
こ
と
は
今
で

も
心
の
隅
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

制
作
を
し
て
い
る
時
ふ
と
浮
か
ん

で
く
る
も
の
で
、
モ
ノ
を
見
る
重

要
性
、そ
れ
は
形
、色
に
発
展
し
具

象
形
態
で
あ
れ
、
抽
象
形
態
で
あ

れ
、
い
つ
も
心
の
底
に
流
れ
る
基

本
的
な
考
え
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

私
の
制
作
の
原
点
で
あ
る
、
モ

ン
ス
テ
ラ
の
作
品
が
発
展
し
て
い

く
様
、
風
景
を
捉
え
た
形
の
平

面
化
、
色
面
の
構
成
か
ら
の
単
純

化
、
静
物
画
の
構
成
、
そ
し
て
人

物
の
登
場
（
女
性
と
騎
士
団
の
物

語
）
の
展
開
が
続
く
が
、
具
象
傾

向
が
強
く
な
り
、
制
作
の
方
向
性

に
違
い
を
感
じ
具
象
表
現
に
未
練

方
な
ど
、
視
野
の
広

さ
を
感
じ
さ
せ
る
新

鮮
な
内
容
だ
っ
た
。

　

後
の
30
分
は
私
と

の
対
談
。
50
名
の
受

講
者
の
大
半
が
二
科

展
出
品
者
で
あ
り
、

自
分
ら
し
い
作
品
を

描
く
に
は
何
が
必
要

か
「
創
り
手
」
と
し
て

分
野
の
異
な
る
二
人

が
興
味
を
持
て
る
ト

ー
ク
を
、
と
考
え
た

の
だ
が
、
い
ま
一
つ
噛

み
合
わ
な
か
っ
た
よ

う
だ
。

　

後
進
を
育
て
る
た

め
の
支
援
講
座
も
今

回
で
５
回
目
と
な
っ

た
。
担
当
す
る
そ
れ

ぞ
れ
の
理
事
は
結
構

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
。
し

か
し
頭
の
体
操
に
も
。

い
ま
二
科
展
と
し
て

欠
か
せ
な
い
イ
ベ
ン

ト
に
な
っ
て
い
る
。

さ
て
次
回
の
担
当
は
。

　

髪
を
後
ろ
で
結
び
、

黒
シ
ャ
ツ
に
白
パ
ン

ツ
、
そ
し
て
ス
ニ
ー
カ

ー
。
講
演
を
依
頼
し

た
東
北
芸
術
工
科
大

学
学
長�

中
山
ダ
イ
ス

ケ
氏
は
、
待
ち
合
わ

せ
し
た
二
科
展
の
会

場
で
熱
心
に
作
品
を

鑑
賞
し
て
い
た
。
ど

う
見
て
も
学
長
ら
し

か
ら
ぬ
ス
タ
イ
ル
の

学
長
。
い
い
ね
、
こ

れ
か
ら
の
芸
大
学
長

像
か
も
。
さ
ぞ
学
生

達
は
の
び
の
び
学
ん

で
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

中
山
氏
は
現
代
美

術
家
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ

ョ
ン
、
ア
ー
ト
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
と
し
て
海
外

で
も
仕
事
を
す
る
マ

ル
チ
表
現
者
で
あ
る
。

　

語
っ
た
の
は
、
芸

術
と
デ
ザ
イ
ン
の
境

界
に
つ
い
て
、
芸
術

家
の
生
活
そ
の
在
り

講演会　９月15日　14：00～　３階講堂
講演会　中山ダイスケ（東北芸術工科大学学長）　「生き方としてのアーティスト」
対　談　中山ダイスケ×中原史雄　「素敵な発想には何が必要か」

13：30～ 「色彩構成から思わぬ色が見えてくる」　黒川彰夫

支援講座・ワークショップ　９月8日　３階講堂
10：30～ 「茶碗のひびから白馬が翔んだ。描くって楽しい」　塙　珠世

授賞式　９月６日　14：00～　３階講堂

絵画部　会員推挙内閣総理大臣賞　加覧	裕子 文部科学大臣賞　林	一平

絵画部　作品研究会　９月６日　12：00～14：00

3Ｆ	1～3室　浅賀会員2Ｆ	11～13室　五味会員 3Ｆ	4～6室　益子・柳田会員

3Ｆ	19～20室　山下・及川会員

懇親会　９月６日　18：00～
　　　　ザ・リッツ・カールトン東京

彫刻部　オープニングトーク　９月６日　11：00～　彫刻部展示室

ギャラリートーク　９月10日　絵画部13：00～　彫刻部14：00～

絵画部トーク　黒川理事

特選　菅野さん彫刻部トーク　野外展示場　菅原名誉理事 会員賞　川本会員

二科会 Instagram
二科会公式インスタグラムでは
・会期中の会場風景
・受賞者インタビュー　など、
二科展の様々なシーンを
発信しています
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彫刻部出品の皆様へ

2024春季二科展
展覧会情報はこちらから

↓

注
意
事
項
の
お
知
ら
せ登坂	

秀
雄

　

二
科
美
術
展
覧
会�

彫
刻
部

出
品
規
約
を
よ
く
お
読
み
に
な

る
と
お
分
か
り
の
事
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
搬
入
か
ら
搬
出
ま
で

の
注
意
点
を
列
挙
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

①
安
全
面

彫
刻
作
品
は
立
体
作
品
で

す
の
で
、
接
合
部
の
不
備

等
自
立
性
に
問
題
が
あ
る

作
品
は
展
示
中
に
倒
壊
の

恐
れ
が
生
じ
ま
す
。
過
去

に
お
い
て
他
団
体
の
事
で

す
が
倒
壊
し
て
鑑
賞
者
に

危
害
を
生
じ
、
刑
事
事
件

と
な
っ
て
作
者
本
人
が
問

わ
れ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。

構
造
面
に
は
特
に
注
意
を

払
っ
て
下
さ
い
。

②
搬
入
時
の
記
載
事
項

前
項
に
も
関
係
し
ま
す
が
、

彫
刻
作
品
を
移
動
す
る
際

に
細
心
の
注
意
を
払
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
彫
刻
部

で
は
受
付
時
に
チ
ェ
ッ
ク

係
が
取
扱
票
を
提
出
願
っ

て
い
ま
す
。
取
扱
票
に
は

作
品
画
像
、
作
品
写
真
等

の
添
付
と
注
意
点
を
出
品

者
の
観
点
か
ら
書
い
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
展
示

の
際
に
も
重
要
な
書
類
に

な
り
ま
す
。

③
知
的
財
産
権

知
的
財
産
権
（
商
標
登
録

等
）
に
触
れ
る
可
能
性
が
あ

る
作
品
は
、
後
で
問
題
が

起
こ
ら
ぬ
よ
う
作
者
本
人

か
ら
権
利
者
の
許
諾
を
受

け
、
搬
入
時
に【
許
諾
証
】

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
出
品
票
に
関
し
て

海
外
か
ら
の
出
品
者
に
関

し
て
も
日
本
語
表
記
の
出

品
票
で
の
受
付
と
な
り
ま

す
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
等
展

示
の
際
の
事
に
関
わ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
日
本
語
に

翻
訳
し
て
の
提
出
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

⑤
搬
出
に
関
し
て

搬
出
日
に
関
し
て
は
、
日

時
、
時
間
が
出
品
規
約
に
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
時
・

時
間
内
で
の
搬
出
を
遵
守
し

て
下
さ
い
。
期
日
が
守
ら
れ 彫刻部　搬入風景

設
け
ら
れ
、
明
る
い
外
光
で

開
放
的
な
空
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
期
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
寄
付

先
は
、
首
里
城
未
来
基
金
へ

純
利
益
の
40
％
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚

生
文
化
事
業
団
へ
30
％
、
残

り
の
30
％
を
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

準
備
金
に
充
て
る
と
決
定
し

て
お
り
、
107
回
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
売
上
9
6
7
、7
0
0
円
、

純
利
益
は
6
6
0
、0
0
0
円

と
な
り
ま
し
た
の
で
、

首
里
城
未
来
基
金
へ

2
6
4
、0
0
0
円

N
H
K
厚
生
文
化
事
業
団
へ

1
9
8
、0
0
0
円

の
寄
付
を
致
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
充
実
し
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
に
よ
る

寄
付
、
芸
術
支
援
活
動
が

出
来
ま
し
た
こ
と
を
、
ご
協

力
の
皆
様
に
御
礼
と
共
に
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

図
録
、
絵
葉
書
販
売
の
二

科
シ
ョ
ッ
プ
、
４
部
門
会
員

の
小
品
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販

売
コ
ー
ナ
ー
は
野
外
彫
刻
展

示
場
へ
続
く
１
Ｆ
休
憩
室
に

◆
ウ
ク
ラ
イ
ナ
写
真
家
作
品
特
別
展
示

　

平
和
へ
の
祈
り２Ｆ　

休
憩
室
Ｃ

絵画部彫刻部

一般の出品規約は
下記のQRコードから
ダウンロードできます

な
い
と
、
作
品
保
管
料
等
の

作
家
個
人
の
負
担
が
生
じ
ま

す
。
梱
包
・
発
送
等
一
切
の

手
続
き
を
出
品
作
家
個
人
の

裁
量
で
業
者
と
行
っ
て
い
た

だ
く
事
に
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
下
さ
い
。

⑥
出
品
料

出
品
規
約
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
出
品
料
と
は
審
査

料
で
あ
る
事
を
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
。

絵画部　搬入風景

� 

東
海
展

令
和
５
年
10
月
３
日～10

月
９
日

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

� 

金
沢
展

令
和
５
年
11
月
９
日～11

月
19
日

金
沢
21
世
紀
美
術
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ

� 

京
都
展

令
和
５
年
11
月
21
日～11

月
26
日

京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

� 

大
阪
展

令
和
５
年
11
月
30
日～12

月
10
日

尼
崎
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

� 

広
島
展

令
和
６
年
１
月
23
日～１

月
28
日

広
島
県
立
美
術
館

県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

� 

鹿
児
島
展

令
和
６
年
３
月
３
日～３

月
10
日

鹿
児
島
県
歴
史
・
美
術
セ
ン
タ
ー

黎
明
館

� 

福
岡
展

令
和
６
年
３
月
19
日～３

月
24
日

福
岡
市
美
術
館

第
107
回
二
科
展

巡
回
展
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

2
0
2
4
春
季
二
科
展

選
抜
出
品
予
定
者

■
絵
画
部

（
個
展
ブ
ー
ス
）

森
山
　
麗
子［
兵
庫
］

鈴
木
　
綾
子［
愛
知
］

笹
島
　
裕
美［
石
川
］

（
会
友
）

坂
本
　
啓
子［
京
都
］

中
村
　
　
稔［
愛
知
］

辻
田
　
悦
子［
三
重
］

石
原
琢
二
郎［
鹿
児
島
］

立
石
　
洋
子［
福
岡
］

西
垣
　
雅
子［
神
奈
川
］

中
　
三
保
子［
北
海
道
］

山
本
　
知
子［
鳥
取
］

（
一
般
）

石
川
　
政
子［
愛
知
］

石
渡
　
美
香［
神
奈
川
］

牛
房
美
穂
子［
福
岡
］

江
島
　
良
子［
福
岡
］

遠
藤
美
和
子［
広
島
］

大
蔵
　
千
鶴［
石
川
］

奥
田
　
明
宏［
岐
阜
］

金
子
　
豊
実［
埼
玉
］

木
村
　
精
郎［
青
森
］

久
野
　
真
弓［
愛
知
］

熊
谷
　
得
志［
東
京
］

白
井
　
偉
之［
福
岡
］

滝
田
　
洋
子［
埼
玉
］

丹
野
ゆ
き
子［
宮
城
］

寺
澤
侑
見
子［
愛
知
］

長
江
　
明
子［
東
京
］

西
田
　
昇
平［
熊
本
］

服
部
由
美
子［
東
京
］

林
　
　
喜
子［
福
岡
］

広
澤
　
良
子［
茨
城
］

古
川
　
り
か［
兵
庫
］

丸
岡
久
美
子［
神
奈
川
］

水
谷
奈
穂
子［
三
重
］

三
好
　
る
り［
福
岡
］

韋
　
　
　
藝［
京
都
］

寺
澤
　
望
愛［
愛
知
］

■
彫
刻
部

（
会
友
）

岩
崎
花
菜
子［
東
京
］

古
森
清
五
郎［
新
潟
］

都
丸
　
洋
一［
群
馬
］

（
一
般
）

洗
川
　
一
男［
愛
知
］

岩
瀬
　
公
子［
新
潟
］

菅
野
　
芽
衣［
東
京
］

山
﨑
　
千
夏［
神
奈
川
］

2024春季二科展へ向けて

2024年４月18日〜５月２日
東京都美術館

4月18日（木）
◆授賞式	13時～	
◆受賞者・３つの個ブース	
　　　　ギャラリートーク
◆S20号入選作品の講評会

4月29日（月）
◆支援講座

◇
二
科
シ
ョ
ッ
プ
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
報
告
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今
号
は
活
動
二
年
目
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
チ
ー
ム
と
連
携
し
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
二
科
展
覧
会
の
活
動

を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
発
信
す
る
チ
ー

ム
の
取
材
画
像
も
入
れ
、
紙
面

構
成
が
で
き
た
。
機
関
誌
と
し

て
発
刊
81
号
の
本
紙
の
タ
イ
ム

ラ
グ
の
あ
る
紙
媒
体
機
能
と
は

異
な
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
視
点
と

感
覚
に
紙
面
刷
新
の
ヒ
ン
ト
を

得
て
、
今
号
表
紙
は
バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド
画
像
な
ど
多
様
な
シ
ー
ン

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
風
に
構
成
し
、
動
き

と
変
化
を
意
図
し
た
◆
常
に
更

新
さ
れ
る
情
報
の
鮮
度
に
対
し

て
、
時
間
の
集
積
に
お
い
て
検

証
さ
れ
る
記
録
性
、
紙
媒
体
の

有
用
性
を
意
識
し
つ
つ
、
時
々

の
会
員
の
顔
、
作
家
の
個
性
が

　

コ
ロ
ナ
が
五
類
と
な
り
数
字

の
上
か
ら
も
明
る
い
兆
し
を
感

じ
る
第
107
回
二
科
展
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
一
山
越
え
る
と
ま
た

新
た
な
課
題
も
見
え
て
来
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
学
ん
だ
事
を
活

か
し
な
が
ら
、
ま
た
多
様
化
す

る
現
代
に
併
せ
て
「
二
科
会
の

危
機
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
運

営
委
員
会
で
作
成
す
る
事
に
な

っ
た
。
選
挙
制
度
改
革
で
運
営

委
員
が
選
出
さ
れ
、
定
期
的
会

議
で
検
討
課
題
が
審
議
さ
れ
、

理
事
会
と
疎
通
が
図
れ
る
事
は

改
革
の
成
果
だ
と
思
う
。
来
春

選
挙
は
選
挙
管
理
委
員
会
初
代

の
寺
田
、
渡
辺
、
鷲
崎
会
員
か

ら
村
上
、
酒
井
、
安
田
会
員
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、
改
革
が

令
和
五
年
十
一
月
三
十
日
発
行

　
　
　

公
益
社
団
法
人   

二  

科  

会

〒
１
６
０
―
０
０
２
２

 

東
京
都
新
宿
区
新
宿
４
―
３
―
15

 

レ
イ
フ
ラ
ッ
ト
新
宿　
５
０
１
号
室

　
　

  

電
話 

０
３（
３
３
５
４
）６
６
４
６

　
　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３（
３
３
５
４
）４
７
６
８

編
集
委
員

 

委
員
長 

（  ）絵 

深　

見　

ま
さ
子

 

委　

員 

（  ）絵 

寺　

田　
　
　

眞

 
 

〃 

〃 

渡　

辺　

倭
文
子

 
 

〃 

〃 

酒　

井　

と
し
子

 
 

〃 

〃 

山　

口　

博　

司

 
 

〃 

（  ）彫 

上　

田　
　
　

快

★	二科ニュースweb入稿用アドレス	： newsnika@gmail.com

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

事
務
局
だ
よ
り

編
集
後
記

進
ん
で
い
る
。

　

二
科
展
終
了
後
の
週
末
に
開

催
し
た
第
一
回
絵
画
彫
刻
全
体

リ
モ
ー
ト
会
議
は
約
40
名
が
参

加
「
107
回
展
の
反
省
と
108
回
展

に
向
け
て
」
各
部
署
か
ら
の
報

告
や
提
案
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
班
メ
ン
バ

ー
の
活
動
報
告
等
を
多
く
の
会

員
が
共
有
す
る
。
2
0
2
0
年

コ
ロ
ナ
禍
で
の
芸
術
支
援
金
で

購
入
し
た
グ
ッ
ズ
が
大
活
躍
。

P
C
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
ス
マ

ホ
で
も
リ
モ
ー
ト
参
加
出
来
る
。

そ
う
い
え
ば
今
年
、
百
歳
を
迎

え
ら
れ
た
田
中
良
名
誉
理
事
長

も
リ
モ
ー
ト
で
理
事
会
に
出
席

さ
れ
た
事
等
思
い
だ
さ
れ
る
。

何
処
に
い
て
も
参
加
し
や
す
い

こ
の
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
、
各

部
署
で
大
い
に
意
見
交
換
出
来

る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
う
。

表１
入場者 （前回比）

一般当日 4,289人 （1,380増）

前売り券入場 2,945人 （215増）

高校・大学 468人 （86増）

チラシ割引 490人 （238減）

団体割引 20人 （29減）

企画割引 429人 （336増）

新聞社優待券 316人 （33増）

有料入場者 8,948人 （2,250増）

無料入場者 55,609人 （10,046増）

入場者合計 64,557人 （12,296増）

表２

搬入点数 107回展　（昨年比）

絵画・一般 1,755点 （82減）

絵画・会友 654点 （56減）

彫刻・一般 86点 （5増）

彫刻・会友 19点 （9減）

合計 2,514点 （142減）

表３
展示

（遺作含む）
人数（前回比） 点数（前回比）

35才以下
出品者数（前回比）

35才以下 
応募・在籍数（前回比）

絵画・一般 681名 （18減） 737点 （25減） 54名 （6増） 56名 （8増）

絵画・会友 209名 （5減） 274点 （3減） 8名 （2増） 9名 （2増）

絵画・会員 171名 （1増） 171点 （1増） － －

彫刻・一般 69名 （6増） 73点 （7増） 23名 （2増） 25名 （4増）

彫刻・会友 19名 （9減） 19点 （9減） 4名 （3増） 4名 （3増）

彫刻・会員 56名 （4増） 73点 （3増） － －

展示合計 1,205名 （21減） 1,347点 （26減） 89名（13増） 94名（17増）

第107回二科展　概要

　

二
科
展
会
期
中
の
九
月
七
日
、

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
馬
渕
寿
子

会
員
が
逝
去
さ
れ
た
。
温
和
で

真
面
目
で
責
任
感
が
強
く
…
、

ワ
ン
チ
ー
ム
を
目
指
す
事
務
局

メ
ン
バ
ー
の
突
然
の
訃
報
に
悲

し
み
で
一
杯
に
な
っ
た
。

　

今
年
の
特
別
展
示
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
写
真
作
家
に
よ
る
「
平
和

へ
の
祈
り
」
生
あ
る
者
が
一
瞬

に
し
て
命
が
な
く
な
る
。
生
き

方
は
死
に
方
に
も
繋
が
る
。

　

人
に
対
し
て
、
物
事
に
対
し

て
、
愛
が
や
っ
ぱ
り
大
切
だ
と

思
う
。

�

事
務
局
長　

塙�

珠
世

略
歴

一
九
七
四
年　

第
59
回
展
初
入
選

一
九
七
五
年　

第
60
回
展
特
選

一
九
九
九
年　

第
84
回
展
会
友
推
挙

二
〇
〇
一
年　

第
86
回
展
会
友
賞

二
〇
一
四
年　

第
99
回
展
会
員
推
挙

二
〇
二
三
年
九
月
七
日
逝
去

享
年
72
歳

　

絵
画
部
会
員
（
事
務
局
）

　

馬
渕　

寿
子�

氏

叫
び
　
第
106
回
展
出
品
作

二
〇
二
三
年
八
月
八
日
逝
去

享
年
98
歳

略
歴

一
九
九
九
年　

第
84
回
展
特
選

二
〇
〇
二
年　

第
87
回
展
会
友
推
挙

二
科
鳥
取
支
部　
支
部
長

（
二
〇
二
三
年
六
月
二
十
五
日
ま
で
）

　

絵
画
部
会
友

　

木
下　

則
之�

氏

二
〇
二
三
年
九
月
二
十
四
日
逝
去

享
年
80
歳

略
歴

二
〇
〇
七
年　

第
92
回
展
初
入
選

二
〇
一
二
年　

第
97
回
展
特
選

二
〇
一
五
年　

第
100
回
展
会
友
推
挙

二
〇
一
八
年　

第
103
回
展
会
友
賞

　

絵
画
部
会
友

　

的
場�

五
十
彦�

氏

■
ト
ピ
ッ
ク
ス

◆
2
世
代
で
出
品
・
入
選
の
方

も
多
い
二
科
展
で
す
が
、
今

季
は
絵
画
部
の
寺
澤
侑
見
子

さ
ん
、
望
愛
さ
ん
親
子
が
特

選
、
新
人
奨
励
賞
の
同
時
受

賞
を
さ
れ
ま
し
た
。�

◆
絵
画
・
彫
刻
二
部
門
に
入
選

さ
れ
た
岩
村
明
子
さ
ん
、
中

村
繁
さ
ん
。
彫
刻
部
カ
テ
ゴ

リ
ー
30
に
は
絵
画
・
生
方
理

事
長
も
参
戦
、
彫
刻
部
で
の

初
入
選
を
さ
れ
ま
し
た
。
平

面
、
立
体
と
限
定
を
し
な
い

制
作
は
相
互
に
関
連
す
る
豊

か
さ
を
期
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

会
の
魅
力
と
な
る
発
信
を
探
っ

て
い
き
た
い
。
今
号
で
は
「
バ

ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
て
・
チ
ー
ム
紹

介
」
を
企
画
し
、
本
誌
編
集
委

員
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
チ
ー
ム
の
（
さ
す

が
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
）
集
合

画
像
も
用
意
し
な
が
ら
紙
面
都

合
で
次
号
掲
載
と
な
っ
た
。
更

に
企
画
を
練
っ
て
、
順
次
各
部

署
担
当
会
員
の
紹
介
を
掲
載
予

定
◆
組
織
を
閉
塞
さ
せ
る
セ
ク

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
廃
し
、
会
員

相
互
の
情
報
共
有
と
連
帯
の
た

め
に
も
紙
面
を
活
用
し
、
ま
た

広
報
誌
と
し
て
の
充
実
を
田
浦

理
事
と
共
に
担
当
役
員
と
し
て

務
め
た
い
。�

（
Ｎ
）

　

諸
事
情
に
よ
り
途
中
か
ら
編

集
を
前
編
集
長
に
お
願
い
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
変
化
が
美

術
界
に
も
押
し
寄
せ
、
創
作
者

は
ど
う
捉
え
る
か
が
問
わ
れ
る

現
況
が
あ
る
。
魂
の
籠
っ
た
丁

寧
な
作
業
こ
そ
自
身
の
心
の
投

影
に
な
る
。�

（
Ｆ
）

二部門入選　岩村明子さん作品


